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廃止措置の対象施設に残存する放射性物質の特性、分布及び量について評価する際の考え方及び手

順についての解説をガイドにまとめる。この内容について紹介する。 
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1. 緒言 

廃止措置分科会で策定作業中の放射能インベントリ評価（以下、「評価」という。）に係るガイドライン
の策定状況について報告する。評価では、放射化汚染、２次的汚染及び運転中廃棄物の評価について取り
扱う。放射能インベントリ評価の結果は、廃止措置準備作業の下流側作業であるエンジニアリング作業や
安全評価で用いられることから、その信頼性が廃止措置計画全体の信頼性に影響を及ぼす。 

 

2. 放射能インベントリ評価ガイドラインの概要 

2-1. 廃止措置インベントリ評価の基本的な要件 

評価における基本的な要件は、 IAEA-TRS 
No.3891、GSR Part.62及び NE-T-1.183を参照し、国
内の実情を踏まえ策定した。 

2-2. ガイドラインの構成 

(1) 要件の規定 
評価では、1)記録の調査、2)計算による評価、

3)現場測定及び 4)サンプル分析・測定を適切な組
み合わせと順序で実施する。これらの作業の品質
を保証するため、QA の体系を定め、その下で実
施する。QA では評価の結果の他、評価の妥当性
検証について規定する。評価の結果は、下流側の
作業で利用可能な形式でデータベース化する。ガ
イドラインでは、これら作業に係る要件を規定する。 
(2) 手順等の紹介 

原子力施設（施設）に残存する放射能はその起源により中性子の照射により生成した放射化物と核分裂
生成物（FP）に分類できる。これらは、汚染の性状によってこれらは、放射化汚染及び 2 次汚染に分類さ
れる。評価ではこれに加え運転中廃棄物の評価も合わせて実施する。ガイドラインでは、これら放射能の
分類ごと及び汚染の性状ごとの評価の手順及び実例を紹介する。 

3. 今後の計画 

2018 年度に廃止措置分科会の審議を経て、制定・発行を目指している。 
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